
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
を

「
日
本
一
き
れ
い
な

道
」
に
す
る
こ
と
を
目
指
す

「信
州
ビ
ー

ナ
ス
ラ
イ
ン
輝
く
道
づ
く
り
」
の
活
動
が
、

今
年
で
10
回
目
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

活
動
の
原
点
は
、
観
光
地
に
少
し
陰
り

が
見
え
た
頃
の

「
愚
痴
を
言
っ
て
も
始
ま

ら
な
い
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」

と
い
う
決
意
で
し
た
。
そ
ん
な
決
意
か
ら
、

街
を
綺
麗
に
磨
き
、
各
エ
リ
ア
が
一
丸
と

な
っ
て
清
掃
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
全
体

で
こ
の
場
所
を
大
切
に
す
る
意
識
を
可
視

化
す
る
試
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「白
樺
湖
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」、

「
信
州
た
て
し
な
観
光
協
会
」
、
「蓼
科
観

光
協
会
」
3
協
会
の
共
同
作
業
が
こ
の
活

動
の
原
型
と
な
り
、
そ
の
後
、
建
設
業
会

の
力
強
い
協
力
を
受
け
て

「第
1
回
」
と

し
て
本
格
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
各
種
事
業
団
や
金

融
機
関
、
企
業
や
小
学
校
と
参
加
の
輪
は

着
実
に
広
が
り
、
今
や
近
隣
の
沿
線
へ
も

そ
の
思
い
が
波
及
し
て
い
ま
す
。

「み
ん
な
が
使
う
道
を
、
み
ん
な
で
き
れ

い
に
」—

—

そ
ん
な
純
粋
な
情
熱
で
つ
な

が
っ
た
地
域
の
力
が
、
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン

の
魅
力
を
着
実
に
磨
き
上
げ
て
い
ま
す
。

地
元
の
人
に
も
、
茅
野
を
訪
れ
る
人
に
も
、

「手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い
て
心
地
よ
い
お

も
て
な
し
を
感
じ
る
」
と
心
か
ら
思
っ
て

も
ら
え
る
道
を
目
指
し
て
い
く—

—

。

今
月
の
広
報
ち
の
で
は
、
そ
ん
な
地
域

を
あ
た
た
か
く
包
む
取
り
組
み
の
様
子
を

特
集
し
ま
す
。

地域の手で未来へつなぐ、輝く道
－信州ビーナスライン輝く道づくりのいま－

特 集 Special feature
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令
和
８
年
７
月
９
日
、
第
10
回
を
迎
え
た

ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
お
よ
び
近
隣
の
沿
線
の
一
斉

環
境
整
備
美
化
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
国
・
県
・
市
・
町
や
建
設
事
業
団
、
観
光
協
会

を
は
じ
め
、
民
間
事
業
者
や
大
学
法
人
な
ど
の

協
力
の
も
と
、
約
７
４
０
名
が
参
加
し
、
沿
線

の
草
刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
、
支
障
木
の
伐
採
や
花

壇
整
備
な
ど
の
美
化
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
別
日
に
は
、
小
学
生
に
よ
る
花
壇
整
備

を
通
じ
て
道
路
に
親
し
み
を
感
じ
て
も
ら
う
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
気
温
が
高
い
中
、
安
全
・
安
心
に
配
慮
し
な

が
ら
の
作
業
は
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
「
少
し
で
も
景
観
が
良
く
な
る
よ
う
に
」

と
汗
を
流
す
多
く
の
方
々
の
活
動
に
よ
っ
て
、

こ
の
美
し
い
道
は
保
た
れ
て
い
ま
す
。
年
々
広

が
る
協
力
の
輪
が
、
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
道
を

使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
大
切
な
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

地元の企業も、学校も、住民もみんなで創る

に 

１０回目を迎え、正直「よくぞ続いてきたな」と感無量です。ここまで続けられたのは、

参画団体の皆さん、一緒に汗をかいてくださる住民の方々、協力者の皆様のおかげだ

と思っています。また、同じ環境で汗を流す中で生まれる「同志」のような絆は、ふる

さとを大切にする「人づくり」や「地域の繋がり」も育んでいると感じています。

この活動の原点は、観光地として少し陰りが見えた時期に、「あれがいけない」と文句

を言うのではなく、「できることから始めよう」と立ち上がり、みんなで協力を始めた

ことにあります。そして、ビーナスラインの前身である「蓼科有料道路」は昭和の時代

に開通し、地域の観光と私たちの暮らしを長年支えてきてくれた歴史があります。だ

からこそ、自分たちの代で使い古して終わらせるのではなく、綺麗に磨いて次の世代

に手渡す義務があると思っています。

許されるのであれば、ともに過ごすこの大切な街を自分たちの手で綺麗にし、誇りを

持てるふるさとを今後も共に作っていきたいです。「茅野市に入った瞬間、手入れが行

き届いていて心地よいおもてなしを感じる」、そんな日本一綺麗な道を目指し、安全管

理を徹底しながら、この活動を粛 と々続けていきたいです。

ビーナスライン 日本一輝く道を 

茅野駅

ちの

蓼科中央高原 奥蓼科温泉

蓼科

白樺湖

車山高原

新井交差点

御座石神社

大門街道

北大塩入口 消防署
北部分署

御射鹿池

蓼科湖

蓼科山登山口

竜神池

白樺湖

大門峠

ピラタス入口

新井上

エコーライン

一番塚玉川小入口 柳沢

大泉山

南大塩

芹ヶ沢

メルヘン街道

車山高原
スキー場

茅野消防署

福沢工業団地
縄文考古館西

上原

中沢
小泉山

中央高原
観光案内所

チェルトの森
鹿島南蓼科
ゴルフコース

諏訪I.C.

交通規制あり（片側通行）

交通規制なし（草刈り作業箇所）

地域の手で未来へつなぐ、輝く道 －信州ビーナスライン輝く道づくりのいま－特 集 Special feature

ビーナスライン美化活動エリア

北山小学校による花壇整備 （令和７年度撮影）

信州ビーナスライン輝く道づくり

実行委員会 実行委員長

朝倉 祐一さん

あさくら　 ゆういち
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